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論　　文　　の　　要　　旨
　嗅覚における匂い分子の受容と認識機構については，いまだに不明の点が多い。その解明のために，
性フェロモンの匂い分子を極めて特異的に受容する嗅細胞をもつ昆虫を使って，その機構等を解析し
てゆくことは，それらの単純な構造や的確に発現される行動からも最適な実験系である。本研究では，
天然性フェロモンおよび構造類似化合物の構造活性相関と，性フェロモンに強い応答を示すワモンゴ
キブリとタバコシバンムシを用い，それらの受容細胞の活動と行動発現から性フェロモン分子の認識
機構を知ることが目的である。
　天然性フェロモンおよび構造類似化合物の構造活一陸相関については，まず化学構造が未確定であっ
た天然性フェロモン（perip1anone－A）は，生物検定の結果Haup腕a㎜が提唱していた構造が正しい
ことが証明された。合成された16の類縁体のうち6物質に性フェロモン活性がみられた。またger一
㎜acreneの基本骨格をもつ類縁体では，天然物に対応する3つの酸素官能基を有するものに強い活性
がみられた。X一線結晶解析，NMR等により，天然性フェロモンは，一定の3次元配座をとっている
こと，類縁化合物が強い一性フェロモン活性を発現するためには，lO員環の炭素骨格が天然物と同様に
比較的堅い立体配座をとることが必要であった。従ってフェロモン受容体は，酸素官能基および炭素
骨格の3次元配置を厳密に，いわゆる鍵と鍵穴の関係で認識していると推定された。
　一方雌が天然性フェロモン，SSS一セリコルニンを持つタバコシバンムシでは，雄の触覚上に錐状感
覚子が雌よりも著しく多数みられた。性フェロモンにはこの錐状感覚子のみが濃度依存的に応答した。
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また行動阻害型のSSR一セリコルニンにも応答した。雄の錐状感覚子の構造は，一重のクチクラ壁を
持ち，それを貫通した嗅孔（直径約30n醜）が多数（1μ㎜2当たり約20個）みられた。各感覚子は通
常2個の嗅細胞を持つが，ひとつがSSS一セリコルニンに，他方がSSR一セリコルニンに応答すること
が明らかになった。これらのことからSS艮一セリコルニンによる行動阻害は，嗅細胞レベルではなく，
それぞれの細胞から上行した情報が脳内ニューロンによって統合された結果おこるものと結論され
た。このような昆虫における性フェロモンを中心とする種の認識システムは，昆虫の種の多様化を加
速化させた原因のひとつと推定される。
審　　査　　の　　要　　旨
　昆虫の性フェロモンの機能は，それぞれの種の維持と分化に大きな役割を果たしているが，特にワ
モンゴキブリの性フェロモンの分子構造は享本研究によるフェロモン類縁物質と行動検定およびそれ
らの活性いき値の関係からHaupt醐a㎜の説が正しいことが分かった。また天然性フェロモンは，炭
素骨格が比較的堅い立体配座をとっており，これがフェロモンの認識に重要であることが判明した。
一方性フェロモンを受容する嗅細胞は感覚子内に2個存在し，それぞれのフェロモン分子に対応して
応答した。さらにフェロモンによる行動を発現する神経情報は脳内神経システムによって統合・指令
されることが示唆された。これらの成果は，今後の嗅覚系における受容と識別，また匂いによる本能
行動発現機構の解明に大きく貢献するものと考えられる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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